








要約 近年,学校心臓病検診に川崎病がとりあげられ,精密検診が行なわれる地域がふえつ

つある。その実施に際し最も基本となるのは調査票であるが,その記載内容は家族の意志や

記憶によるもので必ずしも正確であるとは限らない。今回,私共は京都第二赤十字病院小児

科を受診した症例についてカルテの記載内容と調査票の解答内容とを比較しその信頼度を

検討したので報告する。 


